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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 約38 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

単　位 基準年度 目標年度

人/12h 平成25年度 平成30年度

人/年 平成25年 平成30年

㎡ 平成24年度 平成30年

人/年 平成25年 平成30年

0

まちの駅の利用者数 まちの駅の年間利用者数
まちの駅の整備や旭座での各種イベント等の取り組みにより、小
浜の歴史・文化にふれ、地域への理解や愛着を育み、来訪者との
交流機会を創出する。

- 20万

浸水面積 大雨時における地区内の想定浸水面積
浸水対策を行い、災害に強く、安心して住み続けられるまちを目指
す。

13,000

1,550

小浜中・西部地区観光交流人口
小浜中・西部地区の観光施設等に訪れた1年間の来訪者
数

来訪者と住民がふれあい、おもてなしの交流によって感動を生み
だす機会を創出する。

15万 32万

小浜西組の歩行者・自転車通行量
小浜西組重伝建地区内の歩行者・自転車通行量（平日：5
地点の合計）

主要動線等の整備を行うことにより、まちなかを楽しく回遊する市
民や来訪者の増加を図り、いきいきとしたまち、楽しみながら歩け
る環境を創出する。

1,216

『歴史と伝統が織りなす「まちなか回遊」感動おばまの創造』に向けて、次の点が課題として挙げられる。
課題１：当地区の魅力を向上させる街路景観の形成、歴史的建造物を活用した観光拠点の整備
課題２：雨水渠改修による浸水被害対策、消火栓等の水利施設整備による火災対策、消雪装置整備による冬場の快適性および防災性の向上
課題３：来訪者の着地点としての魅力ある空間づくり、市民と来訪者が交流できる施設整備、継続性のあるまちづくり

「小浜市総合計画」(H23.2)
　小浜市がめざす将来像を『「夢、無限大」感動おばま』としている。
　当地区においては、つばき回廊商業棟跡地や重要伝統的建造物群保存地区などを活かし、市民や観光客が集い、憩える、まちなかの賑い創出に取り組むこととしている。

「小浜市都市計画マスタープラン」(H24.4)
　めざす将来像を『人と自然・歴史・文化を紡ぐ“感動のまち”おばま』としている。
　その中でも、当地区のまちづくりを「先導プロジェクト」として位置付け、優先的・重点的に取り組むこととして以下の方針を定めている。
・小浜にしかない歴史的な雰囲気を感じ、人々との出会いが楽しめる空間づくり（つばき回廊商業棟跡地を活用した「まちの駅」の整備、歴史的雰囲気を活かした町並み形成、ゆっくり歩いて楽しめる環境・仕掛けづくり等）
・伝統的な町並みや歴史・文化・美しい自然を歩いて楽しめる空間づくり（歴史・文化資源を活用した滞在機能の強化、通年型の観光や交流の推進、歩行者空間の質の向上と回遊の仕掛けづくり、市民と来訪者との交流機会の創出等）
・安全・安心・快適な暮らしを支える環境づくり（誰もが安全に歩ける道づくり、防災性の向上等）

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 福井県 小浜市 歴史と伝統の感動おばま地区

計画期間 交付期間 30

『歴史と伝統が織りなす「まちなか回遊」感動おばまの創造』
　　目標１：歴史・伝統を体感する“感動”（歴史的・文化的景観に配慮した統一感のある景観の形成、歴史的資源を活用した地域の魅力の発信）
　　目標２：いきいきとしたまちに暮らす“感動”（防災対策による安心・安全なまちの形成、市民も来訪者も楽しく歩ける魅力的空間の創出）
　　目標３：おもてなしによって人と人がつながる“感動”（着地型観光の推進、市民と来訪者が交流する機会の創出）

・小浜市の中心市街地は、古くから若狭の中心として様々なまちの機能が集積し、多くの人が生活し、集まり、活動・交流した場所であり、その中でも当地区は、近年までまちの商業の中心地として大きな役割を担い、また、現在においても平成２７年４月
に鯖街道が日本遺産に認定される等、歴史的な資源を活かした観光基盤として重要な役割を果たしている。
・当地区東部では、土地の高度利用と中心市街地の活性化を目的に整備されたつばき回廊が、中心市街地の商業の核としてまちに賑いをもたらしていた。しかし、郊外型商業施設の展開等、商業環境の大幅な変化に対応できず、平成22年につばき回
廊商業棟は解体され、現在は小浜市所有の空き地となっている。当該地は、道の駅若狭おばま、JR小浜駅、多くの観光客が訪れる川崎地区（御食国若狭おばま食文化館）からの動線の結節点として極めて重要な場所であり、まちなか回遊性の創出、着
地型観光の推進に向けた利活用が課題となっている。
・当地区西部には、平成20年に重要伝統的建造物群保存地区の選定を受けた小浜西組が存在し、中世以降の地割りや数多くの歴史遺産、文化が保存・継承され、小浜の魅力と個性を醸しだす非常に重要な地域である。当地区においては、平成14年か
ら市独自の歴史的景観形成に対する助成を進め、平成19年策定の小浜市景観計画の中でも重点的に景観形成を図る地区として位置付けるなど、総合的な景観施策を進めてきた。近年では、NHK連続テレビ小説「ちりとてちん」、NHK大河ドラマ「江〜姫
たちの戦国〜」等、小浜市や当地区に関わりの深いドラマが放映されたり、また重要伝統的建造物群保存地区の選定を受けた効果もあり、平成20年には過去最高の約180万人の観光客が訪れるなど、小浜市の観光振興に大きく寄与している。
・歴史的な町並みが残されている一方で、年代を経た木造家屋の密集度の高さや狭隘な路地などにより、家屋の倒壊危険性や延焼危険性、避難困難性などが危惧され、また近年の豪雨時には、歴史的建造物が浸水被害に遭う等、防災対策の必要性
が高まっている。また、地区内の老齢人口割合は約36％となっており、市内でもとりわけ少子化・高齢化が進んでいる地区であり、住みやすい・住み続けられる環境づくりが急務となっている。
・小浜市では、平成26年 度７月に舞鶴若狭自動車道が全線開通し、中京圏・北陸圏等とも広域ネットワークでつながり、アクセスが飛躍的に向上した。周辺都市からの来訪者の増加や交流人口の拡大が期待される反面、本市から周辺都市への流出や通
過型の観光地になることなどが危惧されており、目的地型の観光地としての魅力アップ、観光地づくりのスピードアップ等、地域の抱える課題の解決に向けた取り組みが急務となっている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１：歴史・伝統を体感する“感動”（歴史的・文化的景観に配慮した統一感のある景観の形成、歴史的資源を活用した地域の魅力の発信）
・歴史的な町並みの残る小浜西組内の街路整備および電線地中化、美装化により、質の高い空間を形成するとともに、回遊性の高いまち歩き環境を創
出する。
・地域住民により建築協定が結ばれている濱参道において、修景補助を行う事で景観に配慮した建築物への立て替えを促進する。
・県内に唯一現存する芝居小屋「旧旭座」をまちの駅へ移築し、小浜のランドマークとして歴史・文化を保存、継承するとともに、地域の歴史・伝統・文化を
体感できる地域交流の場を創出する。

（基幹事業／高質空間形成施設）歴史的景観の形成（三丁町）[市道柳町線]
（基幹事業／高質空間形成施設）歴史的景観の形成（旧丹後街道）[市道男山青井線他５路線]
（提案事業／地域創造支援事業）修景補助事業[小浜縦貫線]
（基幹事業／既存建造物活用事業）まちの駅整備（旧旭座移築）[小浜白鬚]

整備方針２：いきいきとしたまちに暮らす“感動”（防災対策による安心・安全なまちの形成、市民も来訪者も楽しく歩ける魅力的空間の創出）
・雨水渠の整備・改修を行い、当地区の雨水排水能力の強化を図る。
・消防車が通行できない狭隘道路付近を中心に、消火栓等の防火施設を整備
・三丁町において消雪設備を整備し、冬場における市民や観光客の歩行空間を確保するとともに、災害時における車両の通行を確保する。
・耐震性貯水槽の設置により、木造住宅が密集する当地区における災害対策を推進する。
・地区内に歩行者案内サインを整備し、統一されたデザインにより空間の質を高めるとともに、まち歩きを行う観光客にもやさしいまちとする。

（基幹事業／下水道）雨水渠改修[青井川他２雨水渠]
（提案事業／地域創造支援事業）防火施設整備[市道柳町線他]
（基幹事業／高質空間形成施設）消雪設備整備[市道柳町線]
（基幹事業／地域生活基盤施設）歩行者案内サイン整備
（基幹事業／地域生活基盤施設）耐震性貯水槽設置

整備方針３：おもてなしによって人と人がつながる“感動”（着地型観光の推進、市民と来訪者が交流する機会の創出）
・まちの駅に観光交流センターを整備し、観光案内や情報発信、簡易な物販機能を持たせ、まちなか観光の発着地点として市民も来訪者も気軽に訪れ、
交流できる空間を創出する。合わせて、メインとなる駐車場からまちの駅にかけての動線における街灯をグレードアップし、回遊のための動線を創出す
る。
・当地区西端の駐車場付近にある香取交番跡地について、観光案内板や簡易な休憩スペースを設置し、西組観光の発着地点にふさわしいポケットパー
クとする。また東端に位置する鯖街道の起点においても、来訪者が憩い・交流できるポケットパークを整備する。
・地元住民とのワークショップ等を通じて、おもてなしの心を醸成するとともに、まちづくりを継続的に進めるための意識高揚を図る。
・都市計画道路小浜縦貫線の整備により、舞鶴若狭自動車道小浜ＩＣからの交通アクセス向上を図り、観光客をまちなかの着地点へスムーズに誘導す
る。

（提案事業／地域創造支援事業）まちの駅整備（観光交流ｾﾝﾀｰ）[小浜白鬚]
（基幹事業／高質空間形成施設）街灯グレードアップ[小浜港線]
（基幹事業／地域生活基盤施設）ポケットパーク整備[香取交番跡地、いづみの広場]
（提案事業／まちづくり活動推進事業）まちづくり活動の推進
（関連事業／小浜市）小浜縦貫線（白鬚～広峰）整備事業[都市計画道路小浜縦貫線]

重要伝統的建造物群保存修理事業
・伝統的建造物の保存整備を進めている。小浜らしい町並みをアピールすることによりまちの魅力が増大し、来訪者・回遊者の増加につながっているが、改修等が必要な伝統的建造物も多く残っている。

小浜縦貫線町並み景観協定事業
・都市計画道路小浜縦貫線（住吉-酒井）拡幅工事後の建築に対し、住民が協定を締結している。歴史を感じさせる空間やまちなみ景観が形成され、集客力アップや回遊性の創出につながっているが、一部未改修の建物も残っている。



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路
公園
古都及び緑地保全事業
河川

下水道 小浜市 直 － H26 H30 H26 H30 100.0 100.0 100.0 100.0

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 （広場） 小浜市 直 A=300㎡ H26 H26 H26 H26 22.0 22.0 22.0 22.0

（広場） 小浜市 直 A=480㎡ H29 H30 H29 H30 90.0 90.0 90.0 90.0

（地域防災施設） 小浜市 直 N=2箇所 H30 H30 H28 H30 20.0 20.0 20.0 20.0

（情報板） 小浜市 直 － H28 H28 H29 H29 5.0 5.0 5.0 5.0

高質空間形成施設 （緑化施設等） 小浜市 直 L=270m H26 H27 H26 H27 270.0 270.0 270.0 270.0

（緑化施設等） 小浜市 直 L=300m H29 H29 H29 H29 20.0 20.0 20.0 20.0

（緑化施設等） 小浜市 直 L=1100m H26 H29 H26 H29 225.0 225.0 225.0 225.0

（歩行支援施設） 小浜市 直 L=270m H26 H27 H26 H27 79.0 79.0 79.0 79.0

高次都市施設

既存建造物活用事業 小浜市 直
建築面積
約300㎡

H26 H28 H26 H28 338.0 338.0 338.0 338.0

土地区画整理事業
市街地再開発事業
住宅街区整備事業
地区再開発事業
バリアフリー環境整備促進事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 1,169 1,169 1,169 1,169 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
小浜市 直 － H30 H30 H30 H30 5.0 5.0 5.0 5.0
小浜市 直 － H28 H30 H28 H30 20.0 20.0 20.0 20.0
小浜市 直 A=4300㎡ H26 H27 H26 H27 200.0 200.0 200.0 200.0
小浜市 直 － H30 H30 H30 H30 3.0 3.0 3.0 3.0

小浜市 直 － H28 H30 H28 H30 3.0 3.0 3.0 3.0

合計 231 231 231 231 …B
合計(A+B) 1,400

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
小浜市 国土交通省 L=189m ○ H25 H31 2,700

合計 2,700

交付対象事業費 1,400 交付限度額 560 国費率 0.4

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

青井川他２雨水渠
（雨水渠改修）

香取交番跡地
（ポケットパーク整備）

歩行者案内サイン整備

市道柳町線（歴史的景観の形成）
（無電柱化含む）

市道男山青井線他5路線
（歴史的景観の形成）

(都)小浜港線
（街灯高質化）

市道柳町線
（消雪設備整備）

小浜白鬚
（まちの駅整備（旧旭座移築））

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

防火施設整備 市道柳町線他
修景補助事業(小浜縦貫線） (都)小浜縦貫線
観光交流センター 小浜白鬚（まちの駅）

事業活用調
査

事業効果分析 －
－

まちづくり活
動推進事業

まちづくり活動の推進 －
－

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

小浜縦貫線(白鬚～広峰）整備事業 小浜白鬚～小浜広峰

いづみの広場
（ポケットパーク整備）

耐震性貯水槽設置
（小浜縦貫線）



都市再生整備計画の区域

　歴史と伝統の感動おばま地区（福井県小浜市） 面積 約38 ha 区域
小浜香取、小浜飛鳥、小浜大原、小浜貴船、小浜浅間、小浜白鳥、小浜男山、小浜鹿島、小浜日
吉、小浜住吉の全部と
青井、小浜神田、小浜白鬚、小浜竜田、小浜広峰、小浜酒井、小浜今宮の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

歴史と伝統の感動おばま地区

（約38ha）

JR小浜駅

小浜市役所

国道27号

国道162号

●文化会館
●市立図書館

●

小浜公園

●後瀬山

人魚の浜西駐車場●

人魚の浜 東駐車場●

●旧旭座

道の駅●

若狭おばま

御食国若狭おばま食文化館●

●若狭高校

●小浜小学校

舞鶴若狭自動車道

小浜IC●

●小浜第二中学校
●公立小浜病院



歩行者・自転車通行量 （人/12h） 1,216 （H25年度） → 1,550 （H30年度）

まちの駅の利用者数 （人/年） 0 （H25年度） → 20万 （H30年度）

浸水面積 （㎡） 13,000 （H24年度） → 0 （H30年度）
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目標 『歴史と伝統が織りなす「まちなか回遊」感動おばまの創造』
代表的な

指標

JR小浜駅

●小浜市役所

国道27号

国道162号
●文化会館

小浜湾

□提案事業（地域創造支援事業）
防火施設整備
市道柳町線他（ ）

■基幹事業（既存建造物活用事業）
まちの駅整備（旧旭座移築）
建築面積：約300㎡

■基幹事業（高質空間形成施設）
歴史的景観の形成（旧丹後街道）
市道男山青井線他5路線（ ）
L=1100m □提案事業（まちづくり活動推進事業）

まちづくり活動の推進

■基幹事業（地域生活基盤施設）

歩行者案内サイン整備

歴史と伝統の感動おばま地区
（約38ha）

■基幹事業（高質空間形成施設）
歴史的景観の形成（三丁町）
（無電柱化含む）
市道柳町線（ ）
L=270m

■基幹事業（高質空間形成施設）
消雪設備整備
市道柳町線（ ）
L=270m

■基幹事業（下水道）
雨水渠改修
青井川他2雨水渠（ ）

■基幹事業（地域生活基盤施設）
ポケットパーク整備
香取交番跡地（ ）
A=300㎡

□提案事業（地域創造支援事業）
修景補助事業

（都）小浜縦貫線（ ）

●人魚の浜
東駐車場

旧旭座●

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

○関連事業
小浜縦貫線(白鬚～広峰）整備事業
L=189m

●市立図書館

●

小浜公園

人魚の浜
西駐車場

●

□提案事業（地域創造支援事業）
まちの駅整備（観光交流ｾﾝﾀｰ）
A=4300㎡
小浜白鬚（ ）

■基幹事業（高質空間形成施設）
街灯高質化
（都）小浜港線（ ）
L=300m

■基幹事業（高次都市施設）
ポケットパーク整備
いづみの広場（ ）
A=480㎡

■基幹事業（地域生活基盤施設）
耐震性貯水槽設置（ ）
N=2箇所

□提案事業（事業活用調査）

事業効果分析


